
�� ������ 2

�� �

��

　
「
平
泉
の
文
化
遺
産
」の
世
界
遺
産
登

録
を
祝
う
町
民
報
告
会
が
７
月
２
日
、

Ｊ
Ｒ
平
泉
駅
前
な
ど
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に

掲
載
さ
れ
て
か
ら　

年
。
３
年
前
の
世
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界
遺
産
委
員
会
で
は
、
国
内
の
推
薦
資

産
と
し
て
は
初
の
「
登
録
延
期
」
の
決

議
を
受
け
ま
し
た
。
会
に
は
世
界
遺
産

の
登
録
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
町
民
な

ど
約
８
０
０
人
が
参
加
。
菅
原
町
長
か

ら
世
界
遺
産
委
員
会
で
の
審
議
の
様

子
、
登
録
決
定
に
至
る
ま
で
の
経
過
が

報
告
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
祝
賀
ム
ー
ド
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

鏡
開
き
、
乾
杯
に
引
き
続
き
、
平
泉

喜
桜
会
に
よ
る
祝
謡
や
山
王
太
鼓
に
よ

る
演
奏
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
中
尊
寺
通
り
か
ら
無
量
光
院
跡

に
は
、
平
泉
ま
ち
て
ら
す
会
や
沿
道
の

町
民
が
設
置
し
た
夢 
灯 
り
が
と
も
さ

あ
か

れ
、
町
内
は
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
の
最
後
に
は
、
平
泉
中
生
徒

に
よ
る
「
平
泉
伝
説
」
や
奥
の
細
道
を

う
た
う
会
に
よ
る
「
奥
の
細
道
」
な
ど

４
曲
が
披
露
さ
れ
、
夢
灯
り
に
包
ま
れ

た
無
量
光
院
跡
に
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
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�鏡開きで登録を祝う関係者�報告会に先立ち無量光院跡で営まれた 法  会 
ほう え

�喜びのスピーチを寄せた浅井希恵さん（中尊寺観光ガイドの会）�幻想
的な雰囲気の中で歌う奥の細道�登録に華を添えた山王太鼓
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今
回
の
祈
願
参
拝
は
、
世
界
遺

産
登
録
の
た
め
に
応
援
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
と
、
東
日
本

大
震
災
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
と
を
お
祈
り
し
、
東
北

復
興
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
祈
願
す

る
た
め
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
拝
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
賛

同
と
ご
協
力
に
よ
り
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
泉
の
文
化
遺
産
を
後
世
に
守

り
伝
え
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の

使
命
で
あ
り
今
後
も
感
謝
と
復
興

へ
の
思
い
を
忘
れ
ず
、
継
続
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
地
域
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

祈願参拝実行委員長
 （商工会青年部長）

　

３
日
に
は
、
平
泉
の
文
化
遺
産
が
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝

と
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興
を

祈
願
し
「
平
泉
世
界
文
化
遺
産
登
録
東

北
復
興
祈
願
参
拝
」
が
中
尊
寺
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
拝
に
は
町
内
外
か
ら
約

８
０
０
人
が
参
加
。
セ
レ
モ
ニ
ー
に
先

立
ち
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
宮
古
市
の
黒
森
神
楽
が
復
興
の
願

い
を
込
め
舞
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

商
工
会
青
年
部
長
で
祈
願
参
拝
実
行

委
員
長
の
鈴
木
繁
夫
さ
ん
（　

区
）
や
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菅
原
町
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
達
増

拓
也
県
知
事
と
平
泉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の

文
化
財
愛
護
少
年
団
の
団
員
が
「
東
北

復
興
平
泉
宣
言
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

ま
た
観
光
庁
の
溝
畑
宏
長
官
が
「
岩

手
に
は
魅
力
あ
る
も
の
が
多
く
あ
る
。

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
祝
辞
を

寄
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
愛
護
少
年
団
の
団
員
と
手

を
つ
な
い
だ
来
賓
や
主
催
者
を
先
頭
に

参
加
者
は
金
色
堂
を
参
拝
。

　

参
加
者
た
ち
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
感
謝
と
１
日
も
早
い
被
災
地
の
復

興
を
願
い
静
か
に
手
を
合
わ
せ
て
い
ま

し
た
。
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�復興を祈願して舞う宮古市の黒森神楽�「東北復興平泉宣言」を行う達増県知
事と平泉ユネスコ文化財愛護少年団�手をつないで参拝に向かう愛護少年団と関
係者�金色堂を前に手を合わせる参加者�祝辞を寄せる溝畑観光庁長官

�
７
月
２
日
、
無
量
光
院
跡
や
沿
道
を
夢
灯
り

の
優
し
い
灯
り
が
包
み
ま
し
た


